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SCORM技術者資格とはSCORM技術者資格とは

規格 関する“問題解決能力”を有する者を う• SCORM規格に関する“問題解決能力”を有する者をいう

• SCORM技術者資格では、SCORMの特定のバージョンに限らず、す
べてを包括するべてを包括する。
– ただし、現実の状況を鑑み、1.2と2004を中心に扱う。

• SCORM技術者はSCORM対応コンテンツの適合性検査をおこなう• SCORM技術者はSCORM対応コンテンツの適合性検査をおこなう
資格をもつ。
– 申請自体はコンテンツ保有企業がおこなう申請自体はコンテンツ保有企業がおこなう

• SCORM技術者資格の保有期間は1年間で毎年更新が必要になる。
（有料）

• SCORM技術者のスキルセットについては、次ページを参照のこと。
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SCORM技術者スキルセット 1/3SCORM技術者スキルセット 1/3
# 大項目 ねらい 中項目 ねらい 小項目 ねらい

1 SCORM規格制定の背景 SCORM規格がどういう経緯で制定されるにいたったかを説明できる
2 SCORM規格の目的 SCORM規格の目的を説明できる
1 SCORMの基本的構成 SCORM仕様書の構成、内容を説明できる

の技術仕様 の元となる技術仕様の発行元を説明 きる
SCORMの構成 SCORMの概要・構成を説明できる

SCORM規格とその進
展

ｅラーニングの開発・運用
に関して的確にSCORMを
活用するために、SCORM
規格の成り立ちを正確に

SCORM規格の目的 SCORMの目的を説明できる1 1

2
2 SCORMの技術仕様 SCORMの元となる技術仕様の発行元を説明できる
1 SCORM1.0から1.2への更新 SCORM1.0からSCORM1.2への規格の変更内容をバージョンごとに説明できる

2 SCORM1.2からSCORM2004へ
の更新

SCORM1.2からSCORM2004への規格の変更内容をバージョンごとに説明できる

3 SCORM2004のマイナー更新 SCORM2004の各エディションの変更内容を説明できる
4 SCORM規格の今後 SCORM規格の今後の方向性を説明できる
5 SCORM規格情報のアクセス先 SCORM規格の動向など、SCORM規格に関する情報をどこから、どのように入手できる

3 SCORMバージョンの変
遷

SCORMバージョンの変遷と、変更
内容を説明できる

規格の成り立ちを正確に
理解する

かを理解している
1 工業製品における技術標準化 工業製品一般における技術標準化の意義を理解し，開発プロセス・ビジネスモデルにお

ける技術標準化の役割を把握する．

2 ｅラーニングにおける技術標準
化

ｅラーニングにおける技術標準化の意義・対象を理解し，開発・運営業務における標準化
の役割を把握する．

1 オ バ ビ （OV) SCORM1 2規格の概要と 各仕様書の関係を説明できる

ｅラーニングにおける技
術標準化

技術標準化の目的，業界のビジネ
スプロセスや製品開発プロセスに
おける標準化の意義を理解し，コン
テンツ開発・運営におけるSCORM
規格の役割を把握する．

SCORM1 2コンテンツを作SCORM1 2規格に関 SCORM1 2規格の概要 構成を説SCORM1 2の構成2

4

1 1 オーバービュー（OV) SCORM1.2規格の概要と、各仕様書の関係を説明できる
2 コンテンツアグリゲーションモデ

ル（CAM）
SCORM1.2に関するコンテンツアグリゲーションモデルの説明ができる

3 ランタイム環境（RTE） SCORM1.2に関するランタイム環境の説明ができる
1 コンテンツモデル SCORMコンテンツモデルの３つの構成要素とその定義を説明できる

SCORMメタデータの３つの構成要素を説明できる
SCORMメタデータの目的・形式を説明できる
メタデータの必須とオプションのカテゴリを説明できる

SCORM1.2コンテンツを作
成するために、SCORM1.2
規格を適切に理解する

SCORM1.2規格に関
する基本知識

SCORM1.2規格の概要・構成を説
明できる

SCORM1.2におけるコンテンツアグ
リゲーションの構成・要素・ファイル
記述方法を説明できる

SCORM1.2の構成

コンテンツアグリゲーショ
ン（SCORM1.2） メタデータ2

2 1

2

3 コンテンツ構造 コンテンツ構造の構成について説明できる
4 コンテンツパッケージ コンテンツパッケージの構成要素とその役割を説明できる

学習資源の起動処理の一連の流れを説明できる
LMSとコンテンツの役割分担を説明できる
APIアダプタの状態遷移が説明できる
APIアダプタの必要条件が説明できる
API関数の役割を説明できる

ランタイム環境
（SCORM1.2）

SCORM1.2における学習資源の起
動方法、LMSと通信するメカニズ
ム、通信を行うために定義された関
数、ボキャブラリについて説明でき
る API関数

APIアダプタ

起動1

2

3

3

関数の役割を説明できる
API関数の種類を説明できる
API関数の使用方法を説明できる
API関数のエラー概要を説明できる
データモデル要素の役割を説明できる
データモデル要素の使用方法を説明できる
各データモデル要素を説明できる
データモデル要素の必須とオプションのカテゴリについて説明できる

4 適合要件（SCORM1 2） SCORM1 2に適合するための必要 1 SCORM適合分類 適合性要件 適合レベルについて説明できる

る

4

関数

データモデル要素
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4 適合要件（SCORM1.2） SCORM1.2に適合するための必要
要件について説明できる

1 SCORM適合分類、適合性要件、適合レベルについて説明できる



SCORM技術者スキルセット 2/3SCORM技術者スキルセット 2/3
1 オーバービュー（OV) SCORM2004規格の概要と、各仕様書の関係を説明できる
2 コンテンツアグリゲーションモデ

ル（CAM）
SCORM2004に関するコンテンツアグリゲーションモデルの説明ができる

3 ランタイム環境（RTE） SCORM2004に関するランタイム環境の説明ができる
4 シーケンシング＆ナビゲーション SCORM2004に関するシンプルシーケンシングとナビゲーションに関する説明ができる

SCORM2004規格に
関する基本知識

SCORM2004コンテンツを
作成するために、
SCORM2004規格を適切
に理解する

SCORM2004の構成 SCORM2004の概要・構成を説明で
きる

3 1

4 シ ケンシング＆ナビゲ ション
（SN)

SCORM2004に関するシンプルシ ケンシングとナビゲ ションに関する説明ができる

1 コンテンツモデル SCORMコンテンツモデルの構成要素とその定義を説明できる
コンテンツパッケージの構成要素とその役割を説明できる

コンテンツ構造の構成について説明できる
SCORMメタデータの３つの構成要素を説明できる
SCORMメタデータの目的・形式を説明できる
メタデ タの必須とオプションのカテゴリを説明できる

メタデータ

コンテンツパッケージ2
コンテンツアグリゲーショ
ン（SCORM2004）

SCORM2004におけるコンテンツア
グリゲーションの構成・要素・ファイ
ル記述方法を説明できる

3

2

メタデータの必須とオプションのカテゴリを説明できる
シーケンシング動作の実装方法を説明できる

ナビゲーション動作の実装方法を説明できる
コンテンツパッケージングとシーケンシング情報の連携方法を説明できる
学習資源の起動処理の一連の流れを説明できる
LMSとコンテンツの役割分担を説明できる
APIインスタンスの状態遷移が説明できる

条 が

ランタイム環境
（SCORM2004）

SCORM2004における学習資源の
起動方法、LMSと通信するメカニズ
ム、通信を行うために定義された関

ボ ブ

起動

APIインスタンス

4 シーケンシング

1

2

3

APIインスタンスの必要条件が説明できる
API関数の役割を説明できる
API関数の種類を説明できる
API関数の使用方法を説明できる
API関数のエラー概要を説明できる
データモデル要素の役割を説明できる
データモデル要素の使用方法を説明できる
各データモデル要素を説明できる

数、ボキャブラリについて説明でき
る API関数

データモデル要素4

3

各デ タ デル要素を説明できる
コンテンツ構造とアクティビティツリーについて説明できる
シーケンシングセッションの開始と終了について説明できる

シーケンシング定義モデルについて説明できる
シーケンシングルールを記述できる

学習目標を記述できる
シーケンシング動作の概要について説明できる

シーケンシング＆ナビ
ゲーション
（SCORM2004）

シーケンシング定義モデル

シーケンシング動作

シーケンシングの概念1

2

3

4

シ ケンシング動作の概要について説明できる
シーケンシング動作を記述できる

ナビゲーションモデルについて説明できる
ナビゲーションに関するUI記述について説明できる

4

シ ケンシング動作

SCORMナビゲーションモデル

3
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SCORM技術者スキルセット 3/3SCORM技術者スキルセット 3/3
1 コ ン テ ン ツ の 独 立 性 LM Sに 依 存 しな い 教 材 開 発 の ポ イ ン トを 列 挙 で き る
2 教 材 設 計 と SCORM バ ー ジ ョン SCORM 1.2、2004そ れ ぞ れ の バ ー ジ ョン に よ り、設 計 可 能 な 教 材 構 造 の 違 い を 説 明 で き
3 LMSと SCORM バ ー ジ ョン LM Sが 対 応 す る SCORM バ ー ジ ョン に お け る 、教 材 の 設 計 可 能 性 に つ い て 説 明 で き る

4 教 材 動 作 テ ス トの 必 要 性 動 作 の チ ェ ック と 相 互 運 用 性 の 確 保 の た め に 、動 作 テ ス トを 行 う必 要 性 を 説 明 で き る
1 ユ ー ザ イ ン タフ ェ ー ス ユ ー ザ イ ン タフ ェ ー ス の 実 装 と動 作 に お い て 、コ ン テ ン ツ とLM Sそ れ ぞ れ の 責 任 範 囲 を 説

明 で き る
2 コ ン テ ン ツ とLM Sの 責 任

範 囲
コ ン テ ン ツ と LM Sの 責 任 範 囲 を 実 装
レ ベ ル で 理 解 して い る

SCORM に 関 す る 活
用 ス キ ル

SCORM教 材 の 適 切 な 設
計 ・開 発 お よ び 相 互 運 用
性 トラ ブ ル の 解 決 ・未 然 予
防 の た め の 方 法 論 を 理 解
す る

教 材 設 計 とSCORM バ ー
ジ ョン

教 材 設 計 と対 応 す る SCORMの バ ー
ジ ョン 、実 装 す る LMSの 環 境 に 応 じ
た 教 材 作 成 方 法 を 習 得 す る

4 1

明 で き る
2 APIの 提 供 ACORM  APIの 実 装 と動 作 に お い て 、コ ン テ ン ツ とLMSそ れ ぞ れ の 責 任 範 囲 を 説 明 で き る
3 シ ー ケ ン シ ン グ の 実 装 と動 作 シ ー ケ ン シ ン グ の 実 装 と動 作 に お い て 、コ ン テ ン ツ とLMSそ れ ぞ れ の 責 任 範 囲 を 説 明 で

き る
1 教 材 構 造 の 設 計 SCORM 1,.2に 適 合 す る 教 材 構 造 の 設 計 が で き る
2 SCO設 計 相 互 運 用 性 を 確 保 し 、SCOの 独 立 性 を 実 現 す る 、教 材 設 計 の 具 体 例 が 説 明 で き る
3 設 計 の 精 査 SCORM 1.2教 材 を 見 て 、SCORM1.2で の 相 互 運 用 性 に 問 題 を 与 え る 可 能 性 の あ る 箇 所 を

指 摘 で き る
1 対 象 ・範 囲 SCORM 1.2の テ ス トス イ ー トの 対 象 と 範 囲 に つ い て 理 解 す る
2 動 作 環 境 SCORM 1.2の テ ス トス イ ー トを 実 行 す る 動 作 環 境 に つ い て 理 解 す る

範 囲 レ ベ ル で 理 解 して い る

SCORM 1.2の 教 材 動 作
テ ス ト

テ ス トス イ ー トを 使 い 、SCORM 1.2コ
ン テ ン ツ の 適 合 性 を 検 査 す る

4

3 SCORM 1.2の 教 材 作 成 SCORM 1.2に 適 合 し た 教 材 設 計 と
開 発 方 法 を 習 得 す る

動 作 環 境 の テ ス トス イ トを 実 行 す る 動 作 環 境 に い て 理 解 す る
3 テ ス トの 実 際 実 際 に SCORM コ ン テ ン ツ の 適 合 性 を テ ス トス イ ー トを 使 い 検 査 す る
1 教 材 構 造 設 計 SCORM 2004の 規 格 で 実 現 で き る 、教 材 構 造 の 設 計 が で き る
2 シ ー ケ ン シ ン グ ル ー ル 設 計 教 材 設 計 に 即 した 、シ ー ケ ン シ ン グ ル ー ル 、学 習 目 標 設 計 が で き る
3 ナ ビ ゲ ー シ ョン 設 計 教 材 設 計 に 即 した 、ナ ビ ゲ ー シ ョン 設 計 が で き る
4 SCO設 計 教 材 設 計 に 即 した 、SCO設 計 が で き る
5 設 計 の 精 査 SCORM 2004教 材 を 見 て 、SCORM 2004で の 相 互 運 用 性 に 問 題 を 与 え る 可 能 性 の あ る 箇

所 を 指 摘 で き る
1 対 象 ・範 囲 SCORM 2004の テ ス トス イ ー トの 対 象 と 範 囲 に つ い て 理 解 す る
2 動 作 環 境 SCORM 2004の テ ス トス イ ー トを 実 行 す る 動 作 環 境 に つ い て 理 解 す る

実 際 実 際 適 合 性 を イ を 使 検 査 す る

テ ス ト ン テ ン ツ の 適 合 性 を 検 査 す る

5 SCORM 2004の 教 材 作 成 SCORM 2004に 適 合 した 教 材 設 計 と
開 発 方 法 を 習 得 す る

6 SCORM 2004の 教 材 動 作
テ ス ト

テ ス トス イ ー トを 使 い 、SCORM 2004
コ ン テ ン ツ の 適 合 性 を 検 査 す る

3 テ ス トの 実 際 実 際 に SCORM コ ン テ ン ツ の 適 合 性 を テ ス トス イ ー トを 使 い 検 査 す る
1 SCORM1.2か ら SCORM2004へ

の 移 行 の ポ イ ン ト
SCORM 1.2教 材 を SCORM 2004規 格 に ポ ー テ ー シ ョン す る 際 、更 新 す べ き 要 件 に つ い て
説 明 で き る

2 コ ン テ ン ツ の 移 行 SCORM 1.2コ ン テ ン ツ を SCORM2004規 格 に 移 行 で き る

1 典 型 的 な 相 互 運 用 の 問 題 発 生
箇 所

相 互 運 用 性 の トラ ブ ル が ど こ で 起 こ る の か を 把 握 で き る

2 SCORMバ ー ジ ョン 違 い に よ る ト
ラ ブ ル

SCORM バ ー ジ ョン の 違 い 、混 在 に よ る トラ ブ ル の 発 見 ・修 正 が で き る

相 互 運 用 性 トラ ブ ル 発 生
時 の 対 応

相 互 運 用 性 トラ ブ ル 発 生 に 適 切 な
方 法 で 対 応 で き る

8

SCORM 1.2で 作 成 し た コ ン テ ン ツ を
SCORM 2004規 格 に ポ ー テ ー シ ョン
す る 際 の 留 意 点 に つ い て 理 解 す る

SCORM 1.2か ら
SCORM 2004へ の コ ン テ
ン ツ ポ ー テ ー シ ョン

7

ラ ブ ル
3 トラ ブ ル 対 応 手 順 トラ ブ ル 発 生 か ら 、原 因 発 見 、対 応 ま で の 手 順 を 理 解 す る
4 事 例 入 手 方 法 過 去 事 例 と最 新 事 例 の 入 手 方 法 、情 報 提 供 方 法 に つ い て 理 解 す る
1 TCP/IP 通 信 の 基 本 で あ る TCP/IPの 概 念 、しくみ が 説 明 で き る
2 名 前 解 決 名 前 解 決 の 概 念 、役 割 、機 能 を 説 明 で き る
3 URL/UR I Ｕ Ｒ Ｌ、Ｕ Ｒ Ｉの 概 念 、役 割 、記 述 方 法 が 説 明 で き る
4 httpプ ロ トコ ル httpプ ロ トコ ル の 概 念 、役 割 、機 能 が 説 明 で き る
5 通 信 経 路 通 信 経 路 に 起 因 す る トラ ブ ル の 解 決 が で き る
1 HTM L HTM Lが ど の よ うな 言 語 で あ る か 説 明 で き る 。ま た 、ソ ー ス コ ー ドを 読 ん で 処 理 内 容 を 把

握 で き る 。
ク ラ イ ア ン トサ イ ドに お け る プ ロ グ ラ
ミン グ の 概 念 や 役 割 、機 能 を 理 解

eラ ー ニ ン グ の 技 術 的
背 景 知 識

W BTの 基 本 と な る W W W の 概 念 や 役
割 、機 能 を 理 解 す る と 共 に 、W W Wに
起 因 す る トラ ブ ル を 未 然 に 防 ぎ 、ト
ラ ブ ル が 起 き た 際 に は 的 確 に 対 処
で き る 。

プ ロ グ ラ ミン グ （ク ラ イ ア
ン トサ イ ド）

2

5 1SCORM教 材 ・シ ス テ ム の
適 切 な 設 計 ・開 発 お よ び
相 互 運 用 性 トラ ブ ル の 解
決 ・未 然 予 防 の た め の 方
法 論 を 理 解 す る

通 信

握 で き る 。
2 ス ク リ プ ト言 語 （JAVA Script） JAVA Scriptが ど の よ うな 言 語 で あ る か 説 明 で き る 。ま た 、ソ ー ス コ ー ドを 読 ん で 処 理 内

容 を 把 握 で き る 。
3 XM L XM Lが ど の よ うな 言 語 で あ る か 説 明 で き る 。ま た 、ソ ー ス コ ー ドを 読 ん で 処 理 内 容 を 把 握
4 ス タ イ ル シ ー ト ス タ イ ル シ ー トの 概 念 、役 割 、機 能 を 説 明 で き る と共 に 、ソ ー ス コ ー ドを 読 ん で 処 理 内 容 を

把 握 で き る 。
5 プ ラ グ イ ン プ ラ グ イ ン の 概 念 、役 割 、機 能 を 説 明 で き る と 共 に 、ソ ー ス コ ー ドを 読 ん で 処 理 内 容 を 把

握 で き る 。
1 W ebサ ー バ W WW サ ー バ の 概 念 、役 割 、機 能 を 説 明 で き る と 共 に 、ア プ リケ ー シ ョン サ ー バ に お け る

ソ ー ス コ ー ドを 読 ん で 処 理 内 容 を 把 握 で き る 。
バ バ 概 念 役 割 機 能 を 説 き る と共 処 関 連 す る 処 内 容 を 把 握

ミン グ の 概 念 や 役 割 、機 能 を 理 解
す る と共 に 、ソ ー ス コ ー ドを 正 しく読
み 解 き 、こ れ に 起 因 す る トラ ブ ル を
未 然 に 防 ぎ 、トラ ブ ル が 起 き た 際 に
は 的 確 に 対 処 で き る 。

プ ロ グ ラ ミン グ （サ ー バ
サ イ ド）

サ ー バ サ イ ドに お け る プ ロ グ ラ ミン
グ の 概 念 や 役 割 、機 能 を 理 解 す る
と 共 ドを く読 解

ン トサ イ ド）

3
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2 DBサ ー バ DBサ ー バ の 概 念 、役 割 、機 能 を 説 明 で き る と共 に 、DB処 理 に 関 連 す る 処 理 内 容 を 把 握
1 文 字 コ ー ド 文 字 コ ー ドの 概 念 、役 割 、構 造 を 説 明 で き る 。
2 権 限 フ ァ イ ル シ ス テ ム に お け る 権 限 の 概 念 を 説 明 で き る 。
3 デ ー タ 型 デ ー タ 型 の 概 念 、構 造 を 説 明 で き る 。
4 言 語 設 定 OS、ブ ラ ウ ザ に お け る 各 国 語 対 応 の 概 念 、構 造 に つ い て 説 明 で き る 。

と 共 に 、ソ ー ス コ ー ドを 正 しく読 み 解
コ ン ピ ュ ー タ の 基 礎 知 識 そ の 他 、SCORM 教 材 や 対 応 シ ス テ

ム の 開 発 や 運 用 の 際 、必 要 とな る
知 識 を 習 得 す る 。

4



資格取得方法について資格取得方法について

技術者 資格証 行 ベ お び• SCORM技術者の資格証の発行はeLPベーシックおよび
SCORM技術者試験の両方に合格し、eLP資格承認手続
きを経 実施されるきを経て実施される。

LPベ シ ク

eラーニングによる受講・試験

eLPベーシック

両試験合格 eLP資格承認 資格証の発行

承認手続きは SCORM技術者資格試験合否判定の直後におこなわれ

SCORM技術資格
会場での受講・試験

• 承認手続きは、SCORM技術者資格試験合否判定の直後におこなわれ
る（年2回）ため、eLPベーシックを後から合格した場合、承認手続きは次
のSCORM技術者試験終了後となる。
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取得費用について取得費用について
受講ﾊﾟﾀｰﾝ

eLPベーシック・
SCORM技術者受講料

資格試験
受験料

登録料 合計 備考

新規取得 84,000円 21,000円 105,000円 eLPベーシック資格保持者は、eLPベーシックの講習・試験免除。

不合格後の
再試験

─ 10.500円 21,000円 31,500円 講習会の参加は任意（参加の場合は受講料84,000円）

失効者 84,000円 21,000円 105,000円 新規と同様

2年目以降の資格更新 更新料 21,000円 （1年間）

受講ﾊﾟﾀｰﾝ
eLPベーシック・
SCORM技術者受講料

資格試験
受験料

登録料 合計 備考

資格移行 0円 21,000円 21,000円
・eLPベーシック資格保持者はeLPベーシックの講習・試験免除
・試験は差分スキルセット
・登録料は従来のアセッサ資格更新時期に発生します

不合格後の
再試験

0円 0円 21,000円 21,000円
・移行期間中の再試験料は無料
・移行期間中の受講料は2回目以降も無料

（再受講受付の際の留意事項：初めて受ける人が優先）再試験 （再受講受付の際の留意事項：初めて受ける人が優先）

失効者 84,000円 21,000円 105,000円 新規取得と同様

2年目以降の資格更新 更新料 21,000円 （1年間）
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講習会および試験の実施スケジュール講習会および試験の実施スケジュール
SCORM技術者資格取得に際しての資格取得に関わる日程（予定）について記す。

2010 2011

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

eLPベーシック

◆
9/2-3

◆

SCORM技術者講習会

/

◆
9/3

◆

SCORM技術者試験

9/3

eLPベーシックはeラーニングによる教材学習と試験の実施期間
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SCORM技術者講習会および試験は2日間の集合研修による実施となります。



資格試験申し込みについて資格試験申し込みについて

本 グ 事務 ま 連絡• 日本イーラーニングコンソシアム 事務局まで連絡

• 申し込みの際、SCORM技術者資格取得の受講パターン
を示す。（新規一括、新規分割、再試験など）

• 申し込みに際しては開催単位で定員が設定されている申し込みに際しては開催単位で定員が設定されている
ので予め空き状況を確認する。
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コンテンツ認証についてコンテンツ認証について

ンテンツの認証の申請主体は 登録企業である• コンテンツの認証の申請主体は、登録企業である。

• 登録企業には、代表窓口を設置する。

コンテンツの適合性検査は SCORM技術者が行う• コンテンツの適合性検査は、SCORM技術者が行う。

• コンテンツの認証申請については、登録企業が、登録企業内の
SCORM技術者と連名で行う。SCORM技術者と連名で行う。

• コンテンツ認証の可否連絡については、登録企業、検査・署名し
たSCORM技術者双方に行う。

• 認証コンテンツの相互運用性については、登録企業とSCORM技術
者が連帯で責任を持って保証する。

SCORM技術者Lit （後述）がコンテンツ申請できるSCORMバ ジ• SCORM技術者Lite（後述）がコンテンツ申請できるSCORMバージョ
ンは、SCORM1.2に限定する。
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SCORMアセッサの方へSCORMアセッサの方へ

資格制度 技術者資格制度SCORMアセッサ資格制度からSCORM技術者資格制度への

移行についての必要事項を以下にまとめる。

• 資格移行について

• コンテンツ認証について• コンテンツ認証について

• 移行手続きについて

移行費• 移行費用について

• 移行期間について

日本イーラーニングコンソシアム 標準化推進委員会／ELP研修企画委員会 12



SCORMアセッサの方へ（資格移行について）SCORMアセッサの方へ（資格移行について）

SCORMアセ サ制度は LP SCORM技術者 資格を統• SCORMアセッサ制度はeLP SCORM技術者へ資格を統
合・移行する。（移行の際のスキルセットは前述）

ただし SCORMアセ サ制度における ンテンツ認証申• ただし、SCORMアセッサ制度におけるコンテンツ認証申
請に伴う権限・責任については除く。つまり、SCORMの専
門性に関する認定と コンテンツ認証の権限については門性に関する認定と、コンテンツ認証の権限については
分離することとする。

• SCORM技術者への移行に伴い 本資格の主体は 従前• SCORM技術者への移行に伴い、本資格の主体は、従前
の法人資格から、「個人資格」へと変更する。

• 概要については「SCORM技術者 資格移行イメージ」参照• 概要については「SCORM技術者 資格移行イメージ」参照
のこと
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SCORMアセッサの方へ（コンテンツ認証について）SCORMアセッサの方へ（コンテンツ認証について）

SCORMアセッサ資格制度におけるコンテンツ認証申請の権限は SCORMアセッ• SCORMアセッサ資格制度におけるコンテンツ認証申請の権限は、SCORMアセッ
サから分離し、認証コンテンツ申請企業に移管する。

• コンテンツを認証申請する企業は、eLCに“認証コンテンツ申請企業（以下、登
録企業）”として登録する録企業） として登録する。

• 登録企業には、SCORM技術者資格保有者が１名以上いることが必要である。
• 登録企業として、eLCに登録する際は、SCORM技術者資格保有者リストを提出

する必要があるする必要がある。
• SCORM技術者資格保有者の在確は申請ベースで行う。
• 登録企業としての資格保持期間は１年間とする。

許容されるSCORM技術者と登録企業の関係について 以下にガイドライン示す• 許容されるSCORM技術者と登録企業の関係について、以下にガイドライン示す。
– 正社員、契約社員、業務委託などを問わず、登録企業の事業所内で職務に従事す

るSCORM技術者を対象とする。
– SCORM技術者資格保有者がリストに記載することができる登録企業は、１社のみにSCORM技術者資格保有者がリストに記載することができる登録企業は、１社のみに

限定する。
– SCORM技術者Lite（後述）は、登録企業のリストに“SCORM技術者Lite”として記載す

ることができる。
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SCORM技術者 資格移行イメージSCORM技術者 資格移行イメージ
コンテンツ
認証申請 認証コンテンツ

資格の移行

SCORMアセッサ

認証申請 認証コンテンツ
登録申請企業
（登録企業）

資

コ
ン
テ
ン
ツ
認

SCORM2004等

資
格
の
移
行

資
格
・
権
限
の
付

認
証
登
録 コ

ン
テ
ン
ツ

コンテンツ試験・検証依頼SCORM2004等
スキル領域追加

スキルセットの追加
付
与

認
証
登
録

コンテンツ試験・検証

eLP SCORM
技術者

eLC

資格・権限の付与

eLP
エキス
パート

・・・
技術者・・・

資格・権限の付与
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SCORMアセッサ
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SCORMアセッサの方へ（移行手続きについて）SCORMアセッサの方へ（移行手続きについて）

SCORM技術者に資格を移行するにあたり SCORMアセッサは資格• SCORM技術者に資格を移行するにあたり、SCORMアセッサは資格
移行に伴う諸手続きをしなければならない。

• SCORM技術者資格は、SCORMアセッサよりも広い範囲を扱うため、
その差分スキルを問うための試験に合格したうえで登録が必要で
ある。

• SCORM技術者資格制度実施に伴い SCORMアセッサ資格保有者• SCORM技術者資格制度実施に伴い、SCORMアセッサ資格保有者
は、一旦SCORM技術者Lite（仮称）に位置づけられる。

• SCORM技術者Liteは、コンテンツ認証に関する権限を除き、現、
SCORMアセッサと同様の資格を保有するSCORMアセッサと同様の資格を保有する。

• SCORM技術者Liteは期間限定の暫定的地位であり、一定期間内
にSCORM技術者資格を取得しなければならない。なお、暫定期間
は１年間とする（⇒期間については、移行期間について参照のこ
と）。

• 新制度への移行手続きは、2010年9月から実施する。
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新制度への移行手続きは、2010年9月から実施する。



資格移行に伴う試験および講習について資格移行に伴う試験および講習について

サ資格保有者が 技術者 移行するため は• SCORMアセッサ資格保有者がSCORM技術者に移行するためには、
SCORMアセッサ向けSCORM技術者認定試験（以降、資格移行試
験）を受験し 合格しなければならない験）を受験し、合格しなければならない。

• 資格移行試験は、SCORM技術者資格試験から、SCORMアセッサ
資格の学習領域を除いた箇所を問うものである。（＝SCORMア資格の学習領域を除いた箇所を問うものである。（ SCORMア
セッサからSCORM技術者移行に伴い、追加されたスキル領域を学
習、習得するもの）

• 資格移行に伴う新たなスキル領域に関しては、相応の講習（以下、
移行講習）をeLCが用意する。

• 移行講習の参加は任意である。

日本イーラーニングコンソシアム 標準化推進委員会／ELP研修企画委員会 17



SCORMアセッサ資格保有者の新制度への移行イメージSCORMアセッサ資格保有者の新制度への移行イメージ

Ｓ
Ｃ

新規受験者 登録

試
験(
フ

講
習
必

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
技試

ル)修

SCORMアセッサ
資格保有者

技
術
者

SCORM技術者Lite
呼称変更

試
験(

差
分期間限定の暫定措置

登録

)期間限定の暫定措置
講
習

任意任意

制度実施後直近の更新手続きから1年間
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SCORMアセッサの方へ（移行費用について）SCORMアセッサの方へ（移行費用について）

受講 ﾟﾀ ﾝ
eLPベーシック・ 資格試験

登録料 合計 備考受講ﾊ ﾀｰﾝ
eLP シック

SCORM技術者受講料

資格試験
受験料

登録料 合計 備考

資格移行 0円 21,000円 21,000円
・eLPベーシック資格保持者はeLPベーシックの講習・試験免除
・試験は差分スキルセット
・登録料は従来のアセッサ資格更新時期に発生します

不合格後の
再試験

0円 0円 21,000円 21,000円
・移行期間中の再試験料は無料
・移行期間中の受講料は2回目以降も無料

（再受講受付の際の留意事項：初めて受ける人が優先）

失効者 84,000円 21,000円 105,000円 新規取得と同様

2年目以降の資格更新 更新料 21,000円 （1年間）
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SCORMアセッサの方へ（移行期間について）SCORMアセッサの方へ（移行期間について）

• SCORMアセッサ資格保有者の移行期限は2010年9月の新制度開始の直近の更新から
次回更新までの期間とする次回更新までの期間とする。

• 講習会の参加は任意である。

• 試験は通常の年二回の実施に加え、移行者のための臨時試験を設ける。

• eLPベーシックの受講期間はアセッサ全員が2010年8月19日～2012年2月29日に一律
設定される。

• eLPベーシックだけの資格移行はできない。

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2010 2011 2012

eLPベーシック

SCORM技術者講習会

◆
9/2-
3

◆ ◆ ◆

SCORM技術者試験

◆
9/3

● ◆ ● ◆ ● ◆

アセッサ資格9月更新者
更
新

更
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※●は移行者のための臨時試験（日程については別途決定）

アセッサ資格2月更新者
更
新



SCORM技術者資格制度に関するお問い合わせ先SCORM技術者資格制度に関するお問い合わせ先

技術者資格制度 載され• SCORM技術者資格制度について、こちらに記載されてい
る情報に関しては予告なく変更になる場合がございます。

• SCORM技術者資格制度の情報については、今後も適宜
eLCホームページにて、ご案内いたします。

– ご不明な点や意見については以下の連絡先にご連絡ください。
• eLC標準化推進委員会 ： standard@elc.or.jp
• eLP研修委員会 ： elp@elc.or.jp
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